
※指数の銘柄選定方法については、ETF紹介ページの「月次レポート」および指数算出会社HPをご覧ください。

※ETFのポイントについては紹介動画で解説しています。※個別銘柄を推奨するものではありません。

新規採用・除外銘柄

AMD アドバンスト・マイクロ・デバイセズ TSLA テスラ

002594

CH
比亜迪［ＢＹＤ］ CRM セールスフォース

新規採用銘柄 除外銘柄

除外理由

テスラ

指数算出会社が10月9日付で、サブテーマの1つである「次世代モビリティ/バッテリー
/再生可能エネルギー」の定義に関する一部見直しを行いました。
テスラは見直し後の定義に該当しなかったため除外されました。

＜見直し前＞
電気自動車、燃料電池・水素自動車、ハイブリッド自動車を製造・販売する企業。

＜見直し後＞
革新的なバッテリー技術を活用した電気自動車、燃料電池・水素自動車、ハイブリッド自動車
を製造・販売する企業。

セールスフォース

銘柄選定プロセスにおいて時価総額のランキングが低下したため除外されました。

2024年10月16日

平素は当ETFをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
指数算出会社より、10月の定期リバランスにおける指数構成銘柄の⼊れ替えが発表されました。
つきましては新規採用・除外銘柄についてお知らせいたします。
なお、今回の⼊れ替えの効力発生日は2024年10月21日です。

https://globalxetfs.co.jp/funds/178A/index.html
https://indices.miraeasset.com/bchip15.php
https://youtu.be/CsK6VWQb3Lg


ティッカー 銘柄名 ティッカー 銘柄名

AAPL アップル LLY イーライリリー

MSFT マイクロソフト ORCL オラクル

NVDA エヌビディア NVO ノボ・ノルディスク

GOOGL アルファベット ASML ＡＳＭＬホールディング

AMZN アマゾン・ドット・コム
300750

CH
寧徳時代新能源科技［ＣＡＴＬ］

META メタ・プラットフォームズ AMD アドバンスト・マイクロ・デバイセズ

TSM 台湾積体電路製造［ＴＳＭＣ］
002594

CH
比亜迪［ＢＹＤ］

AVGO ブロードコム

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を示唆・保証するものではありません。（出所）Global X Japan作成

※過去のパフォーマンスを示しており、将来の成果を保証するものではありません。
（注）Mirae Asset Global Innovative Bluechip Top 10+ Indexの算出開始日は2024年2月22日。算出開始日以前の指数に関する情報は全て指数算出会社が
バックテストしたデータ。期間は2018年4月20日から2024年10月14日の日次、起点を100として指数化（出所）BloombergよりGlobal X Japan作成

指数パフォーマンス（米ドル建て、配当込み）

入れ替え後の指数組入 全15銘柄
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新規組入銘柄紹介 – 比亜迪［ＢＹＤ］（002594 CH）-

新規組入銘柄紹介 – アドバンスト・マイクロ・デバイセズ（AMD）-

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を示唆・保証するものではありません。（注）BYDはEV販売台数はBEVのみ（出所）BloombergよりGlobal X Japan作成

• 1969年設⽴の米国に本社を置く半
導体企業。パソコン（PC）やサー
バー、ゲーム機などにおいて演算
や画像処理に使われるCPUやGPU 
を設計・開発する。

• 2017年以降、新しい設計思想に基
づき開発された、デスクトップ向
けCPU「Ryzen」、データセンター
向けCPU「EPYC」などのシリーズ
を投⼊。これら製品が好調に推移。

• ファブレス企業のため製造につい
ては米グローバル・ファウンド
リーズ（2009年にAMDからスピン
オフ）や台湾のTSMCに委託をして
いる。

セグメント別売上高の推移(四半期）

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を示唆・保証するものではありません。（出所）会社資料、BloombergよりGlobal X Japan作成

（億ドル）

（決算期）

• 1995年創業の中国広東省深圳
（しんせん）に本社を置く自動車
メーカー。ITエレクトロニクス、
EV（電気自動車）、新エネルギー、
モノレールの4つの事業を展開。

• バッテリーメーカーとして創業し、
携帯電話やPC用バッテリーをグ
ローバルで展開し培った技術力を
活かして、2003年に自動車事業に
参⼊。現在では、世界最大手のEV
メーカーへと成長。

• リン酸鉄リチウムイオン電池を採
用した「ブレードバッテリー」は
安全性・耐久性ともに高水準かつ、
容量も多い。EVの製造に必要な
パーツの9割程度を社内で内製化し、
低価格を実現している。
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EV販売台数の推移（四半期）
（万台）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2021 2022 2023 2024

データセンター パソコン ゲーム 組込み
会社計画
の中央値

（決算期）




	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4


